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秋悶ifr都市附発繋備事業に係わる御所野晶陵部の思議文化財

につきましては、昭和56年度から平成5年度まで対処し、側発

計画区厳内31遺跡の発銅潟査を企て終了いたしました。

ただ し、昭和60:年度に調査いたしました地蔵田B遺跡の東側

は地区公閣の一部として保存する計画であり発鋸潟査はしてお

りませんでしたが、このたび散策関路を建設して公園を費量備す

ることになりi貴様確認刻査を笑施いたしました。

調査の結集、縄文時代中期末葉の住居跡や土担慣が磁認され、

遺跡の広がりをつかむことができました。

本報告書はその調査成果をまとめたものであり、文化財保護

のため、さらには研究資料として広〈活用いただければ幸甚に

存じます。

般後に、調査の実施と報告書作成にど婦議、ご協力ください

ました関係各位の皆様に、百事く感謝申しあげ世す。

平成8年3月

秋開市教育議員会

教育長石泉俊郎



例言

1 本報告書は、散策磁路建設及び篠木栂設債に伴う地蔵問B遭跡(依田市四ッ'1、震末戸笹本字地蔵凹}の進機確

認純資報告官院である。

2 本報告書の執家は、!(?I原俊行、石郷岡鎌『の助言を得て安閉忠市、進議摘が行った。

3 発鋸1司査による出土ill物、!l!測図、写尻、その他の記録は秩限市教育委員会が保管する。
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調査の概嬰

調査に3lるまでの経過

秋凹市南東部地域は、昭和56年6月の秋岡空滞開織や東lt絞断自動車道秩悶線秋田間イ γターチェγジ開設等に

よ り、~随両面の交遜の要衝に佼置する併であるζ とから 、 いち事〈開発可能性等についての各調査が実施された。

そして、県市総合計画においても産業、住宅団地が一体となった総合的ニ，~ータウ γ=1起きë~壁新邸市(秋問新鶴市)

として具体的に位厳づけられた。

この開発計闘に先だち、昭和55年度に御所野台地全体の分布調査を実砲し、約30ケ所の遺物散布地を概認した。

そして、四百和56年度には側発計画区域内の西部工業団地造成地における下堤D遺跡(秋田市「下車量D遺跡発錦潟査

報告嘗J1982年3月、秩間市教育聖書員会)、昭和57年度から昭事同2年度、 平成 3年度から平成5年度まで31遺跡の

発掘調査を突絡して開発計磁区域内の調査を終了した。

ただし、昭和ω年度に発掘調査した1色旗印B遺跡 (秋関市「秋岡新都市開発技備事業関係峻厳文化財発掘調査報

告智J1986年3月、秋m市教育委員会}の東側は当初から地区公閣のー穏と Lて現状保存する計画であったが、本

年度散策回路の趨殺と縦木柵を2並置して公闘を犠備するζとになり、対象地区の調査を実施した。

..期間と体制

調'!i.期間平成7年4舟17自-5月12日

調進主体者 地島民権輿態備公印

調査面積 350m'

調査担当官a 秋岡市 ・秋朗市教育委員会

調査体制欣関市教育委員会文化課

諜 長 菅原俊行

課長補佐 お郷同議

文化財保縫主事 宮~ m忠市(調査姻当)

主 司区 佐々木 滑

文化財保譲3o事 進藤 童書(調査担当)

調査作業員 鈴木叙一、鈴木長治、三浦竹治、鈴木市太郎、三浦金司、鈴木末減、三浦初枝、三怖千枝子、三繍タ

今干、鈴木ウメ ノ、 高島綾子、鈴木博子、矢野呂美午、鈴木キ虫、鈴木ルミ子

~混作業員鈴木博子、鈴木ル 4 子

調査の方法と経過

調査は敬積回路建設及び厳木柵設償部分について実施 した。まず、却資区内に伝意の点1箇所を選定し、この吉正

準抗から南北議線とこれに直究する東商基線に4x4mのグリッ ドを設定した。グりッドI主、東西方向 (X紬)に

東かち2文字のアルファベッ争 (LG、LH、L1 .・・)を、南北方向 (Y融)に南から 2桁の数字 (36、37、

38・・・ }を記し、その組み合わせをグリッ ド名とした。

なお、 工事はロ ーム関まで達しないことからi軍備はローム砺での磁認にとどめ、できる限り遺構を保存すること

とした。

調査は4月17日から5月12日の日程で実持した。 4月17目、機材を般入し、潟査を開始する.伐傑作業と並行し

てグリッ ドを草~Æする。 4 月 18日、錨り下げ開始。ローム偏にて遺構を確認する。 5 月 9 目 、 平商実測及び遺構の
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すllo画膨を実施する. 5Jlll日.埋め皮L.5月12日、損"を績去して調査を終了する.

.-宥
高崎忠穆 (t):闘県埋磁文化財セソター)、五卜嵐芳郎(伏悶母育学協会)、鉄関市立御所野小令紋6'f-生 (441同)

遺跡の位. と地形・ 地質

遁飾の位置

状ID， 11(liから |耳滋13号線を南下 し、 仁井出.備UJを過~.紙を4まると標高約40m前後の広kな内地が制1吋る。 二

れはJR奥羽本線四ア小屋駅方図からもよ〈具える、H砲な台J也であり.御所野台地平末戸台と呼ばれている.ニの

台地が秋田新修市開発墜備事業計画区臓である.

なお、各遺跡の位置については、第2図「鋼所野丘陵郎先制調査遺跡、 ~路確認遺跡且ぴ周辺遺跡J を書照して

いただ~たも、

遁"の地形 ・地質

Jl!跡的存lEする地形は、大測して和問丘陵と車戸荷台地に分吋られる..IIl悶丘援は卓坦癒をあまり仰たない. し

かし、 ru向怜を持勺た標高6O-150mのかなり開併を受けた老年期地形を示し、地形は第3系車革新統に属する背色

紗慣シル ト借 (1!t附肘)と育灰色塊状泥岩(天徳、予府)、それに中新統に属する嫡灰色泥結(船JJI層}などからなっ

ている。点戸ず?骨地は療Gii25-50m強で、その表聞は大賞平別である。この台地は和問丘陵とIlLて散段の段丘を

織811できる.これらは内艇の区分からすると、上依から備高45-50m強の踏台段丘、標高40m強の上野向島tG，I、
捌高35m強の k野台段丘H、t京高25m強の官竜崎段丘の4段階に分けられ、 地量産問B遺跡は t野台段丘11に院医す

る.

ltJ r秋岡県岩見川流緩およびその周辺の段丘についてJ 内館1事責 l銘S年 第4紀研究lIJ4 l!! !JI 1 I} 

遺.の.・
御用町野台鳩町南側、JR奥羽車線回、ノ小股釈から南東へ"JJ.lkmの尾点で、 標高約31mの束丙に長い苫状台蟻が

i書跡である.

昭刷l60i~1lの発』園調:底では、 l日石器時代、 縄文時代中期..11盤、弥生時代の償合遺跡である ζとが判明しており、

今回の湖在では、 縄文時代中期末繋の雪量穴住附跡、上摘草が冊泌された。

腕縛する沼紛は‘凶世u約150mにIEH5録時代、縄文時代中JUb紅葉、平安時代の 「秋大島場I輔遺跡J、』匝側f.)3∞m

に縄文時代中制車業、弥生時代の「織ノ沢A遺跡J 、JIl側軒，350mに縄文時代中刻家業の r~ノ沢C遺跡』、北剖

倒的抗)()mlこ縄文時代中期初頭 ・末葉、体生時代、平安時代の『縦ノJ:.F遺鋤:J、西側約5ωmにl日:百官官時代.縄文

時代前剣 ・中翼活末糞、弥生時代.平安時代の r)也厳凶A遺跡」、西側約磁)()mに1日石器時代、縄文時代前期 ・中期

末銀、弥生時代の 『襲崎B;!11事』警の関連遺鏑:が所施する.

-2-



ー、"'"‘

、-・
、、
“ 

、J
，、白、

i、‘
'‘ 1 、
/ 

t 

111鱈 遣自書由位置

-3-



御所野丘陵部遺跡 一 覧 表

重量傷湾 遺 跡 名 所 。在 地 関車'1'世 調査面d輯 内 容

2 下 担軽 E 秋田市田ツ小屋小阿地字下嵯 559 3.340 縄文{中期)集i'd

2 下段 F " " 559 2.950 縄文{前、中期}集部

3 下 縄 G • " 557 1.550 旧石器、 縄文(前、中期)鼻iI'f

4 担Zノ上 C 。聞ヅ小li'l、問地平底ノ上 $57 1.航路 縄文{中、晩期}

5 寂ノ 上 D " " 551 1.5曲 縄文(中、 晩期}

6 l!lノ 上 E " " $58 5.紙同 縄主{中期}集落、 9-IOc製鉄炉

7 l!lノ上 F " " $59 18.8∞ 蝿宜(中期}県海、 弥生住居跡

8 担 崎 A グ 四ツ小屋小向地字匁崎 559 1，910 縄文(前、晩期}土携革、弥生住居跡

9 狸 崎 B " " H3.‘ 3，草加。 旧お様、縄文{中期)集落、 弥生土績鮮

10 地 鼠 田 A " 囲ツグi、尾宋戸絞;$:字随披聞 H4.5 6，瓜刻。 縄宜(前、中期}襲員匹、弥生住居跡、土雛群、平安聾落

11 地蔵間 B " " S60.H1 12，似刻。 !日1，;絡、縄文{中期}聾謡、 弥生集落棚氷跡

12 湯ノ沢 A 汐 悶ツ小屋末戸巨:2依宇.ノ沢 558 3，町四 織文(中期}、弥生住脂跡

13 骨骨ノ沢 B " " 557 2.340 縄文(中周}聾務、 平安住居跡

14 崩ノ沢 C " H 558 4.1∞ 縄文(中周}聾iI'f

15 湯 ノ沢 D " " 559 3，220 縄文{中期}聾lfi

16 湯ノ沢 E " " 558 1，9，哩0 回文{後期)

11 ~ノ択 F " " S珂 60 4.4∞ 弥生土繍、平安義(40基)

1色 illノ沢 G 4切 " 558 4曲 縄文{後期)

19 漏ノ沢 H " " 558 720 縄文{前、中、晩期}航庖跡

20 野 畑 H よ北手御所野宇野柵 $51 640 縄文{中期)艶洛

21 野 事岳 。上;t手御所要f字野形 558 9曲 平安住股跡、 熊跡

22 t草岡沢 。上北宇古野字探岡沢 $59 3.320 平安健物跡、住時跡

23 台 A 8 上北手古野宇台 $60 2，0∞ 住居跡{中期}聾稽

24 地 方 H 上北手!II印字典ノ沢 561 11，5∞ 織宜(中期}集落、 {酔r期)土繍議

25 調時ノ択 l " 四 ::t，，.、極意戸怯本宇治ノ者{ S印 5，7∞ 弥生

26 紋大"嚇it! " 白、')flJ、厳末戸11¥本字地疎開 H3 3，α珂 1日石器、縄文{中期)聾帯、 平安住居跡

27 台 B ρ 上司t手猿曲学寺ノ沢 561 1.1鈎 縄文(中則}

28 下 堤 A か 悶ツ小屋小阿地寸下興 562 11，αm 縄宜(中期}集結、平安聾7事

29 下礎 B " " 562 5，1∞ 縄文(<tJll!)集落、平安集結

30 下 堤 C " " 561.62 11，7∞ 平安揖簿

31 下堤 D " " 558 11，α国 1日石器、縄文(ij)j-晩期}集落、 平安住居跡
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.3図遺跡周辺の地形
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調査の飽録

基本土居 (第6図〉

本jft跡の標高は約3lmで、地形区分では上野台段氏Hにあたる。遺跡はζの上野

台段丘日のなかでも低位に位置する。

旗本土層は、第I照 表士、第H府高蒔III色+.(炭化物税入) 、 ;f，1II~防官官鴻色

土 (炭化物混入)、第IVA副賞割高色土(絡土質、炭化物混入)で、第llaがJft物包

含府、第IH股がローム漸鯵層、11¥1'1騨がローム崩(地山)である。

1I 

m 

遺構と遺物

磁i!Iした遺構は、箆穴住居跡10府、土嫌 911iで、全てローム簡である。なお、遺

構は未調査のためm織は推定であり、遺慌に伴う遺物は桜土からの出上である。

w 

第5歯 車庫本土膚柱状図

竪穴住居 蹄 ー 覧表

成 機 (cm)
番号 平面形 出 上 Jft 物

長 納 短 軸

第6臨 1-12 (縄文中期末葉}、第13図 1(再利用土製品}、第

1 370 310 楠円形
9図 1(石簸)、2、3 (石匙}

2 300 円形 第6図13-20(縄文中蹴末葉}、第13闘2 (紙状土製品)

第)0陶21-33(縄文中期末紫}、第16図3 (土偶)、4、・5 (再

3 570 2ω 長方形 利用土製品)、6 (土製品)、第9図4 (石.)、 5 (石匙)、

6 (掻器状石器)、第10国10(際石}、 11(石血状石器)

4 420 320 院内J静 君臨7凶34-37(縄文中期末現書)

5 不明 不 明 不 明

6 不明 不明 不明 第7図38-41(縄文中期末葉)

第7鴎42、第11図43-47(縄文中期末葉)、第16閃 7、8 (再利

7 430 350 締f'1形 開土製品)、第9凶7 (削締}、8 (磨製石芹)、第10悶12(< 

ぽみ石)

第8図48-52(縄文中期末葉}、第13阪 9 (再利用土製品}、第

8 480 円形
12図9 (へラ状石器)

9 520 470 栴門形 第8儲53、54(縄文中期末集}

10 240 円形
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土.-..
国E 慎 (c.) 

置場 平面形 I11 + 遺 唱師
長 備 III 軸

110 70 衛門影

2 50 円形 縄文士皆什

3 75 65 術門形

4 120 65 償問形 t118図%、 56(縄文中期..1<;盤)

5 関 70 情円形 1118関57-59(縄文中期..1<'1)

色 1∞ 円形 lI! 81泌ω.61 (蝿文中間..1(11)、剥片

7 80 70 備f'lM

8 70 曲 情円形

9 75 曲 同町内形

出主主醤

jlUI内 ・件出上士置を形態により鮮に太別1-.さらに煩に細測した.

飽 II陣土鱒 {書16凶 1-8、10、11.13-19.飢7闘21-30.3<1-36.沼-42、第S倒43-品、48-61、都I1閃

62-80) 

枕組R舗の縛消僻を有するものである.

1鯛 (62-錫}

枕』量K圃のlffil1締を有するもので、帽の~ぃlIiI'I併が111'量H向へ展開する.全て探鉱形土告である.

2111(2-8‘11. 13、15-19.21 ~ 23-30. 34-36. 38-位、.019-位、副-59.61、69-80)

沈ali!由町崎前様を有するもので島る.事前槽は禽風的に民賊するもので、穫量車でt;r.両するもの、例7理主f:加飾

ずるものもある.深鉢形士器が主体で、 u5量郎が外反するものが多い.

3飼(1、10、14、22、34、43.品、崎、幻.ω}
"鰍鯨が"11'1紙文栴で、銅器地文のものである.11M管支僻と地文部の境罪である顕榔にttllを巡らすものが多

い.口肱舗が外反する傑鉢形土器が主体で..層別獅主帯に刺.~文が結められるものもある。

鮪11";1;鱒 (錦11凶刷、82)

敏f<の沈線によって宜織を作り出すものである.

鱒111";1;・ (!II61il112.初、第7関31、辺、 37.1lI8凶<16.47‘11112筒83-10雪}

JU:のみのものをー話した.棋蝿宜、I!IAI宜.晶...宜を施すもので島る.

1鍋 {図}

O段多量的単11斜縄宜を梅すものである.

2 liI (制}

..，斜縄文f:絡すものである。
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3顛(12、85-87)

単節斜縄文を織すものである。

4第 (32、88-91)

複~斜縄文を施すものである.

5顛 (92)

-12-



議費i
〈ご) 1

E荷主-. 京国 f d 

==> 3 

一一
/へ::.z 

命令;
〈二:>4 

ζご::::'5
てご三:>6

くこ::>'

〈こ::>9

く二〉
糊
糊
制
問

。 $開

第9鴎遺構内出土石器

綬絡立が認められるものである。

6奴 (46、47、幻-1∞}

燃晶文を施すもので、単軸絡条体を侶転結文するものである。

7傾 (20、31、37、101.102) 

条If.{文を簸すものである。 条自~I主総碕に対して調書依または:!IIf:立に施すもので、 ほぽiã線をなす。
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1111¥11草土竃 {第6肉9、第7C量33)

組文需に制実主を巡らすもの、底舗に竹義1{が認められるものである。

遺傭外出主主割晶

再利用主制.w.(第13111110-12)

3l.UlIιしている。土締片を再利用したもので、 11は円形、問、12は惰円形を隻する。

遺構外出土省結

石匙 <;!l14鴎13-15)

。

10. 11 a 'tt駐眠時
I~ 1 ~J， tJl~蹄

1肱・

3点111上している.口、141主縫製、 15は慣型で、両ldiil唱慢により刃舗を作り出している.13は刈偲の"郷が欠鍋

し、6慣健全て硬貨資.1':である.

へラ紋石・ {第14国16)

左b対祢で、両蘭縄隻のものである.乎扇形は.Mをなし、石慣は硬質頁岩である。

鐙・ {第14儲17)

片面調盤により刃邸を作り出L、4ヨ質は硬質氏曜まで島る.

削鶴 (自陣14国18)
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ー側縁Sに片面調墜により刃還を作り出し、石貨は優賞貰純である.

..石斧(lfI14悶19-21)

3点幽土Lている.企τ俵損しており、 19、20は小砂防製u1fである.石慣は19、20が鮎厳岩、 21が積灰岩であ

る.
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くぼみ石 (lI!15国23)

8銭鳴の片面に〈ぽみ郵が 1'T所認められるもので島る.

苔鳳状右犠 {第15図24)

板状のもので、全面的に磨れている。石貨は安山岩で畠る.
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石事国晶

有孔石観晶 (第17図22)

細長い自然石町両端に両側から孔を穿ったもので、石慣はi厄岩である。
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まとめ
"陣"本遺跡:は御所野台地の殉側、際高約31mの見I遁tζ長い舌状台地に位置する。昭和60年度に発描調:ffを実施し、1日

石器時代、線立時代中期末襲、弥生符代の複合遺跡であることが判明している。旧笥lr.時代の)1物は、ナイ フ形石

様、 台形係石総、ノ ァチ、野製右Jf等が附土している。縄文時代の遺.1主、中期末糞の箆穴住蔚跡32併と土繍等が

検出されている。 ・弥生時代のi喧備は、前賜の箆穴住居断、4軒、機木勝3列、土器紘基25基、 土品縄基51基と土機等が

検出されている。

今問の調査は昭事国由年度の調査区の東側lを実施した。調査の結異色、ローム商にて豊臣穴倖足 跡10幹、土.9義を感

銘したが、 工事がローム商まで逮しないζ とから遺憾はロームiiliでの確認にとどめ、 i量鱗を保存することとした。

畷穴住居跡は散策関路建設及び擬木相暗殺殴部分のl担られた範閉の調査であるととから、規模、平顔形を明慨にと

らえることはできなかったが、能2.4mから5.7mのF'I形ないしは惰門形を呈するものである。なお、3号館居跡は
l;:r.'，) 

長方形をalすると考えられ、本台地「湯ノ沢B遺跡Jで鎖倒が認められる。また、昭和ω年目置の調査では方形 (17

号、お号}、E島丸方形 (6号、31号)、 陥丸長ガ形 (1号}を息するfi勝跡が検出されている。

土~は第 1 1惇2領土器が主体であり、縄文時代中期末業を中心とする時期に位農づけられる。

本遺跡では、昭和問年度の調査で酋側に縄文時代中期末某の竪穴住陪跡が多散が検出され、 今闘の前進でも束縛

に当該矧の重量穴住居跡がまとまって確認されている。調葺の結果、Ia穴住居跡は遺跡の中央認に認められないこと

から、商側と東側に集落が形成されていることが予怨されるが、今後は遺跡全体の中で集落のあり1;を捉えなけれ

ばならない諜婚を含んでいる。

託 1 r核問新都市開発鐙a師事築関係埋蔵文化財甚指調査報告轡地蔵田B遺跡J 秩岡市教育委員会 ω86年3月

誌2 r.r~FIJ飽きE海新郷市開発関係埋蔵文化財発掘純査線告書 掛ノ沢B漕跡」 秩田市教背番目金 1983竿3J'i

多考文献

(j(倒市教育番員会 :r秋田園星空港新都市開発関係理議文化財発婦調査機皆啓 掛ノ沢A遺跡 湯ノ沢C;!跡J1甥4年3月

秩則前教育委員会 r除問臨空港新邸市開発関係埋蔵文化財発綿織窓越告事顧ノ土Fl車齢J 1985益事31l

秩岡市教官事~R会 : r飲回新都市開発!!械療薬関係峻蔵主化財礎自目別ぽ報告書製崎B遺跡秋大畠犠飛遺跡J1992年3月

駄倒市曽背番員会 :r秋倒新都市開発量制啄聾関係唆it文化財発信調査報告轡御崎B遺跡地蔵FlJAi即時J 1993'" 3 I! 

秩IH市教育委員会 r朕聞紙都市開発繋備事革開時埋縦文化財帯磁測査報告書 地蔵田A遺跡J 1勘l'事3月

一割ト
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閣議区 {北i!!i叫)
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